
北広島団地魅力発信動画コンテスト応募説明会 講義概要 

 

 

 

 

講義「プロの目から見た動画制作等」 
 
【北広島団地イメージアップ動画（第 1弾）】 

●ショート ver.に比べて、ロング ver.は時間も登場人物も多くなり、ストーリーチックにな 

っている。同じ素材を扱っているが、印象が違う。 

 

【映像制作の基本プロセス】 

●映像制作にあたっては、企画・台本・撮影・編集という具合に、工程毎に分業制となって 

いる。 

●カメラ等の機器の質向上により、撮影の工程人数が少なくてすむようになってきた。 

●テロップ表示が有効であり、料理番組などではテンポ良くテロップ表示が使われている。 

●スレート（カチンコ）と呼ばれる道具が編集の助けとなる。 

●スマートフォンのアプリにもスレートと同じ役割をするものが出てきている。 

●企画する上で、ロジックが非常に重要となる。その土地の要素であったり、関連する項目 

をきちんと確認しておくとよい。 

●講師が考える北広島団地魅力発信動画 

 ①北広島団地のモデルとなったフィンランドのタピオラ団地 を要素として使う 

 ～タピオラ団地から来たフィンランド人が、北広島団地のモデルがタピオラ団地だとは知

らずに北広島団地を訪れる 

 ～北広島団地に親近感を覚え、住みついてしまう 

 ～住んでみたあとで、ルーツが分かる 

 

 ②トリムコースの周囲にある 11個の公園 子どもの公園デビュー を要素として使う 

 ～ボスキャラ的な母親が 11個の公園にそれぞれいる 

 ～新しく移住してきた親子が公園を 1個 1個訪れ、ボスキャラ的な母親たちと仲良しにな 

り、11個の公園デビューを制覇する 

 

【メイキング映像からの抜粋上映・撮影現場についての解説】 

 ●助監督が出演者に対して、カットの説明や台詞の言い回しなどを伝えた。 

 ●「撮影中」という表示が撮影現場では役に立つ。（周囲に撮影中であることを伝え、不用 

意に映りこむことを防ぐ） 

 ●ドローンの撮影については、人口密集地域での飛行が厳しくなっているため、申請をして 

許可を得なければ飛行させることができなくなっている。 

 ●タクシーの走行シーンは、陸橋の上から撮影。助監督がドライバーに、どのように走行し 

て欲しいかこまかく指示を出した。 

 ●撮影にあたっては、時間の制約もあるので、撮影現場では臨機応変に対応することも大切。 

 ●ロケハンではエゾリスを 3回見ることができた。 

 

  【著作権等の権利関係】 

 ●列車を撮影する撮り鉄とＪＲ側とでトラブルになっている事例もあり、撮影にあたっては 

きちんと許可を得ることが必要になる。 

 ●道路での撮影で、三脚を立てる場合は道路使用許可が必要になることもある。 

●著作権については、著作権フリーのものを使用してもらいたい。 

●肖像権については、出演者ではない者が映りこんだ場合に発生する。顔が識別できる場合 

は、許諾書にサインをもらう必要がある。（顔が識別できなければセーフ） 

 


